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第 32 回京都市知的障害児・者福祉研修大会開催のお知らせ 
 

日 時  令和６年１１月３０日（土） 午後１時 ～ 午後４時 

会 場  ハートピア京都（京都府立総合社会福祉会館） 

テーマ  「高齢化と障がい者福祉政策から障がい者の暮らしを考える」 

― 誰もが避けられない高齢化の中で、親、家族の選択肢 ― 

１ 大会の趣旨   

2025 年には高齢化率が３３％を超えて日本の３人に１人が６５歳以上の高齢化社

会になります。障がい者、親、家族だけでなく、それらを支える支援者、ヘルパーも 

高齢化の影響を受けます。高齢者、障がい者を支える土台が揺らぎ始めだしています。 

  その中で、障がい者とその親、家族は親亡き後の障がい者の暮らしを考えなければ 

なりません。 

  国連の障害者権利委員会からの勧告で大きな変革を求められています。障がい者と 

一般社会の隔たりを作ることなく、地域社会に溶け込んで暮らす事を求めています。 

つまり、インクルーシブ（包括的）な社会づくりを考える必要があります。 

  その為に、本大会を通じて関連法令、福祉制度、成年後見制度等が将来的に障がい者

の日常生活を支えるものであるか、考えていく必要があります。当然、親が障がい者で

ある子どもより長く生きられる事は稀です。いずれ親はその役割を誰かに、託さなけれ

ばなりません。 

  残された障がい者が排除されることなく、ノーマライゼーション（当たり前の生活）

が実現されている社会づくりが、求められています。 

  この福祉研修大会を通じて、求められている社会を考える機会となればと思います。 
 
２ 講師・講演の紹介 

・全国手をつなぐ育成会連合会 顧問 久保 厚子氏 

    講演「育成会はなぜ必要なのか・伝えたいこと」 

・立命館大学産業社会学部教授 岡田 まり氏 

講演「障害者福祉制度並びに京都市の福祉施策の現状」 
 
３ 参加費  無料 

 

４ 申込締切 令和６年１１月２０日（水） 

 

５ 申込先  育成会会員の方は、支部長または事務局までお申し込み下さい。 

  会員以外の方は、事務局までお申し込み下さい。 

  （事務局） TEL: ３２２－１０７０ メール: jimu@kyotoikuseikai.or.jp 
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第６３回近畿知的障がい者福祉大会・みんなの会のご案内。 

 

 令和６年１２月１日（日）、大阪市天王寺区にある「クレオ大阪中央」にて、近畿知的

障がい者福祉大会（大阪市大会）が開催されます。今回は久々にバス 1 台を貸し切り、 

会員及び本人の大勢が一緒に京都から参加できるよう企画しました。 

 

１ 開催日時 

   令和６年１２月１日（日） １２時～１６時３０分 

 

２ テーマ・日程 

   「自分と家族の命を守るために～個別避難計画と自助・互助・共助～」 

    12:00～ 式典（開会宣言、挨拶等） 

    12:45～ 中央情勢報告（個別避難計画を中心に） 

    13:15～ 講演「地域で避難行動要支援者を支える」 

    14:00～ 講演「みんなで助かる個別避難計画」 

    14:45～ シンポジウム「個別避難計画と自助・互助・共助」 

    16:15～ 決議文採択、次期開催地挨拶 

   本人大会では、「本人活動のことを話す」、「エコバッグに絵を描く」、 

「楽しく体を動かす」などの中から、一つ選んで参加いただきます。 

 

３ 対象 

   会員と本人（定員 40 名）  

 

４ 行程 

京都から貸切バスで参加 

往路：9 時 30 分本能寺会館前、9 時 40 分四条大宮観光バスターミナル 

  復路：17 時 50 分四条大宮、18 時本能寺会館前 

   行きのバス車内で各自持参の昼食を取っていただきます。 

 

５ 参加費 

   無料 （昼食は各自持参、ごみは各自でお持ち帰りをお願いします） 

資料代、バス代は育成会が負担します。 

 

６ 参加申込 

   １０月２８日（月）までに、事務局（TEL:３２２－１０７０）まで。 

 

 
「振り込め詐欺」（特殊詐欺）にご注意を！  
 最近、育成会理事の内、お二人の自宅に実際に電話がかかってきたという経験が寄せられま

したので、改めて、注意をお願いします。 

 大まかな内容は、携帯電話会社や、あなたからのメールによる被害者、警察の方から被害届

の番号連絡、「被害者」？を名乗る人物の写真を送信したりなど、入れ代わり立ち代わり立場

を変えて連絡し、「被害を止めるためにお金が必要」と振込を要求するような手口です。 

 手口は様々ですが、連絡が来ても被害に遭わないためにご注意をお願いします。 
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組織だより 令和６年９月 

 

 

 

 

 

 

★令和６年度 近畿大会 本人大会 第２回実行委員会 

 ８月１８日（日）大阪市で標記会議が開催されました。これは「近畿みんなで集まる会」が主

催で、近畿各地の本人達が集まり、近畿大会の本人大会の内容や担当、本人大会の決議文を決め

ています。コロナ禍後、初めて本人大会の実行委員会が６月に開かれ、１２月１日の近畿大会の

本人大会開催に向けて準備しています。次回は秋に開催予定です。本人の皆さんも１２月１日

（日）近畿大会本人大会にぜひご参加下さい。 

 

★全国手をつなぐ育成会連合会からの国への要望について 

 ８月に全国手をつなぐ育成会連合会の佐々木会長名で、厚生労働省の社会・援護局障害保健福

祉部部長、文部科学省特別支援教育課長及びこども家庭庁支援局局長に対して要望書が提出され

ています。 

 厚生労働省に対しては、今後の障害者支援に関する各種課題等についての要望として、 

「１ 近年の物価高騰に関する事項」、「２ 対日審査総括所見の実現に向けた基本的な方向」、

「３ 強度行動障害児者への重点的な支援」、「４ 福祉理念の普及事業の継続」、「５ 相談

支援体制の整備」、「６ 高齢障害者に対する支援」など１８項目、 

 文部科学省に対しては、今後の特別支援教育に関する各種課題についての要望として、 

「４ 家庭・教育・福祉の連携について」、「５ 個別の指導計画について」など１４項目、 

 こども家庭庁に対しては、今後の障害児支援に関する各種課題等についての要望として、 

「２ 障害児福祉サービスの質的変容促進」、「３ 障害児通所支援事業」など７項目 

が要望されています。 

 詳しい資料がありますので、ご希望の方は、育成会事務局までお申し出下さい。 

（組織委員会） 

 

 

「手をつなぐ」1 月号に掲載する意見を募集 
  全国手をつなぐ育成会連合会が発行する「手をつなぐ」1 月号において、「参加している？

選挙のこと、政治のこと」という特集企画が組まれます。「議員の人たちに、どんなことをし

てほしいですか？」という内容で、障害福祉のことや普段の生活のことをはじめ、国や地方の

議員にどのようなことをしてほしいか、どのような世の中にしてほしいか、など幅広く意見募

集されますのでぜひご応募ください。 

 

（応募要領） 

文字数 100 字前後、匿名又はイニシャルでの掲載です。障害のある本人の執筆に限らず、

家族や支援者による聞き取り原稿も可能です。育成会事務局経由で全育連へ応募します。事務

局締切は 10 月 11 日（金）、詳しくは事務局まで。 

（事務局）TEL: ３２２－１０７０ メール: jimu@kyotoikuseikai.or.jp 
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～～～８月青年学級だより～～～ 

令和 6 年度 夏の日帰り学習の報告 

 

 

 
8 月 24 日(土)、京都駅バスターミナルを定刻どおり午前 8 時

に出発。最初の目的地「ROKKO 森の音(ね)ミュージアム」に到

着しました。開園時間 10 時までかなりの時間がありましたが、

標高約 1,000 メートルの六甲山頂の心地よい風に吹かれて、気持

ちよく待つことができました。館内では、100 年から 150 年前

にヨーロッパやアメリカで活躍したたくさんのオルゴールによる

自動演奏を楽しみました。「これがオ

ルゴール?」と疑うような深く味わい

のある演奏でした。演奏会のあと、広

い庭園を散策して次の目的地「六甲ガ

ーデンテラス」に向かいました。 

遠く神戸市や大阪市内を見下ろすレストランでのバーベキューは

格別で、かなりのボリュームがあ

りましたが、みんな当然のように

完食です。それと、やはり「六甲の水」はおいしかった！ 

最後に訪れたのは須磨シ―ワールドです。山頂から降りてバ

スから降りたとき、すぐに感じたことはとにかく「暑い」「熱

い」。これに尽きます。 

シ―ワールドですが、夏休み最終盤の休日ということもあり、

館内は超満員。当初予定していた「イルカショー」は満席で断

念、水族館の見学を早々に済ませ、「シャチショー」の会場へ

猛暑の中、移動。やっとの思いで会場に着くもここもほぼ満席、仕方なくばらばらに座ることに

なりました。屋根の下の座席に座れた人はラッキーで、半数くら

いは、直射日光をまともに浴びる

拷問のような席での見学となりま

した。それでもやはりシャチショ

ーは見ごたえがありました。イル

カに乗った、ではなく、シャチに

乗った少年(古いなぁ)が、さわや

かにプールを一周。また、シャチが強く尾ひれを振ると前の方の

観客はずぶぬれになります。それがこのショーの売りのようです。

K・T 君はその体験がしたくてわざわざ前の方に行き「希望通り｣

全身ずぶぬれになりました。(帰りどうすんねん) そんなこんなで、

予定通り午後 6 時に京都に到着しました。みなさん、おつかれさまでした。 

(ひかり学園 植田) 



5 
 

  

(32)     昭和４3 年第 21 号 

 

- 機関誌「いくせい」が伝えてきたこと – 

 

 育成会は、昭和 41 年の社団法人格取得により、黎明期（れいめいき）を終え、いよいよ近代

的な組織へと発展してまいりますが、ここで大きな分岐点を迎えます。 

 昭和 43 年に入り、かねてより、監督庁である京都府(現在は京都市)から、求められてきた、

理事削減と行政区毎の支部設立に対応することになります。 

 また、組織を運営するため、事務局の設立とその拡充も大きなテーマとなってきました。 

今回は、紫明校の役員の方の問題提起をご紹介します。 

まずは、理事の定数の問題。この当時、育成会には 20 名の理事がおられましたが、京都府の

基準では 10 名以内とされていたため、京都府から理事の減員を求められています。 

 

理事は兎に角いそがしい。この忙しさは理事が減ったら更に大変になるだろ

う。しかし、各理事の分担する仕事の内容が現在の理事の仕事、会の運営の

うえで、必ずしも二十名でなければならないという理由が問題となってく

る。理事が雑務に追われ、本来の仕事をやれない、育成会の運営を合理的に

統一的に行なわれる障害になっていないだろうか。 

  

ここでは理事が減ることで、更に理事の仕事が忙しくなり、組織の運営に支障が出ないだろう

かと懸念されています。結局理事の定数は、16 名以上 20 名以内ということになりました。 

 次に事務局について 

事務局の仕事をひっかぶっていることが理事のある意味での無駄な忙しさ、そ

れが育成会全体の運営が非合理になったり、(中略)魅力のない育成会といった

声が上がる要因となっているのではないか。それ故、しっかりとした事務局を

つくっていかなければならない。ところが金が要る。 

 

最後にこの投稿者はこう訴えます。 

月に一回の評議員会では、「会員の意識が低い」「最近の会員は熱がない」と古参会員はいつ

もそれを口にする。しかし育成会は社会の変化や進歩と共に常に新しくなければならない。今日

の育成会はあくまでも今日的でなければならないのだ。 

 

 

  2024 ほほえみ広場～共に考えよう共生社会～ のご案内 
 
このイベントでは、京都市を中心に活動している障害者団体などのステージ発表や動画

上映、授産所等で作った製品の販売が行われます。 
 

日 時：10 月５日（土） 11 時～16 時まで 

場 所：KBS ホール（上京区烏丸上長者町） 
 

＊＊申し込み不要です。お気軽に参加ください＊＊ 

11 時からよさこい踊り隊、 

15 時 10 分からコールいくせいが出演 

山科工房コーヒー豆販売もあります 
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【無料電話・メール相談等本部受付件数】 

≪８月 相談件数≫   

法律 2 件・医療 1 件・療育６件・施設 2 件 

その他 1 件・弁護士法律相談 ３日 １件 

令和 6 年の法律相談（無料） 9:30～12:30 

１０月 ５日（土）担当弁護士 東岡 由希子氏 

１０月１７日（木）担当弁護士 民谷 渉 氏 

当番の相談員もいます。お気軽にお越しください。 

相談会場：京都手をつなぐ育成会 

  （右京区西京極新明町 38-3） 

 

 

 

【１０月 活動計画】 

３    弁護士法律講座・コールいくせい練習 

キャラバン隊実演（岩倉北学区社協） 

５     役員例会・法律相談・ほほえみ広場 

１２ 全育連全国大会秋田大会（-13 日まで） 

１３   よさこい踊り隊練習 

１５ 文化委員会 

１６ 支部長会 

１７ 法律相談・コールいくせい練習 

１８ キャラバン隊実演（常盤野小学校） 

２７ 日帰りバスツアー（美山育成苑 他） 

【支部だより】 

北部 10/10 支部研修会 10/13  バスツアー 

   10/21 おしゃべりカフェ 

上京 10/6  本人部会フライト BBQ 

南  10/20 ミニ運動会 

   11/23 みんなで楽器を楽しみましょう 

右京 10/23 おしゃべり会「ねぇ聞いてえな」 

伏見   10/13 日帰り親子研修会 

10/30 相談座談会「困った」 

よしだ青空フェスタ 2024 のご案内 

日 時：9 月 28 日（土）10 時～12 時半 

 場 所：近衛中学校体育館 

  ＊東側の門からお入りください 

    ＊西寺育成苑・よしだ学園・バザーなどの販売 

    ＊ステージイベント（近衛中吹奏楽・第四錦林小

和太鼓・京大ジャグリング ・社協手話コーラス等） 

＊京都手をつなぐ育成会関連法人内の「京都市 

よしだ学園」の主催です 

左京区民ふれあいまつりに「よさこい踊り隊」が出演 
  １１月４日（月・祝）に左京区役所で開催される「左京区民ふれあいまつり」に 

「よさこい踊り隊」が出演します。出演予定時刻は午前１０時３０分頃から４５分頃まで 

の予定です。多くの皆さんの応援をお願いします。 

 ふれあいまつりは、午前１０時から午後３時までの日程で開催され、ステージ企画 

のほか、様々な展示や販売も行われます。育成会左京支部も出展しますので展示ブース 

の方にもお顔をお見せいただければありがたいです。 

 なお、来場者用の駐車場はありません。また、当日は近隣の有料駐車場がどこも空いていないことが 

予想されますので、公共交通機関などでお越しいただくことをお勧めします。 

 

 


	2024ほほえみ広場～共に考えよう共生社会～　のご案内

